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 本年度も「学校開放週間」を通して、日常の学校生活の様子を参観していただき、学校教育に対する理解を深めて

いただくとともに、学校・家庭・地域の連携を、より一層深めていきたいと考えております。つきましては、ご多忙

とは存じますが、ご来校いただき、参観していただければ幸いです。 

 

 

生活科や図工の時間に、一人一人がアイディアを生かして動くおもちゃを 

作りました。転がる工夫や跳ねる工夫、飾り付けなど「１年生に遊び方を教 

えてあげたい。１年生に楽しんでもらいたい。」と、一人一人が思いを込めて 

作りました。また、遊び方のルールや動かし方の説明も分かりやすく模造紙 

に書くなどして、準備をしていました。 

当日は、これまで以上にお兄ちゃんお姉ちゃんの姿になり、優しく教えて 

あげたり、１年生がうまくできたときには、拍手して一緒に喜んだりしてい 

ました。１年生も満面の笑みを浮かべながら、楽しく活動していました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「日本の中心産業である、製造業に関心をもち、触って楽しくものづく 

りをしよう。チームで役割を果たしながら、知恵を働かせ、工夫して作 

ろう。」をめあてに、レゴブロックによる車づくりを体験しました。決め 

られたルールや約束を守り協力しながら仕事をする中で、目標を設定し、 

改善（無駄をなくして工夫）することによって、仕事の効率を高めるこ 

とができることを学びました。また、講話の中で、職人の方々の長い経 

験の中で培った技術（匠の技）についても学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 
 

徳・知・体の調和のとれた

人間性豊かな実践力のあ

る子どもの育成 

学校だより 

―こんな子どもたちに育てたい― 

自分が好き・友達が好き・先生が好き・学校が好き 

○ やさしく、仲良く助け合う【いじめ０】（徳） 

豊かな心とたくましく生きる力をもつ子ども 

○ かしこく（知） 

進んで学び,よく聞き,深く考え,表現できる子ども 

○ たくましく（体） 

体力づくりに励み,健康でたくましい子ども 

１，２年生 生活科見学 「海響館」10月 12日（金） 

・イルカとアシカがおもしろいショーをして見せてくれ 

ました。近くで見ることができたので、幸せでした。 

・「アイスくん」と「ひびきくん」という名前のスナメリ 

がいました。すごくかっこいい名前だと思いました。 

・海中トンネルが一番すごかったです。まるで海の中に 

いるような体験をしました。楽しかったです。 

・マンボウが、ガラスにぶつかりながら、ぼくたちの方へ近づいて来ました。少し怖かったです。 

・くらげが、ほわんほわんと泳いでいて、気持ちよさそうでした。色を変えるところも見ることができました。 

・川の生き物や熱帯雨林の生き物、サンゴ礁の生き物、干潟の生き物などいろいろ見ることができたのでうれしかった

です。イワシは、敵が近づくとでっかくなる（群れになる）ことに気づきました。スイミーのお話を思い出しました。 

・一番楽しかったのは、イルカとアシカのショーです。人間とイルカが言葉で話しているみたいでした。アシカも片手

で体を支えて逆立ちをしたので、すごいパホーマンスだなあと思いました。 

・アマゾン川に住んでいるピラルクがすごく大きくておどろきました。体が硬くて丈夫そうでした。どうやって、こん

なに大きくなったんだろうと、不思議でした。 

・ハリセンボンには、とげが約350 本あると聞いてびっくりしました。刺されたら、痛いだろうなあと思いました。 

・大きな水槽の中で、うみがめが、気持ちよさそうにゆうゆうと泳いでいました。背中に乗ってみたくなりました。 

 

２年生 生活科「おもちゃランドへ ようこそ」10月 5日（金） 

５年生 社会科学習「ものづくり体験」10月 15日(月) 

・ぼくは、「ものづくり体験」をして、１台の車を作るには、たくさんの部品が必要であり、たくさんの時間がかかるこ

とを学びました。それに、一人一人が自分の役割をちゃんと果たし、チームで協力することの大切さを学びました。 

・車を作る工程をリレーで競争しました。速くできても最終検査で合格しなければいけません。どのチームも協力して作

っていました。最後の検査では全部合格でした。全て合格した学校は東朽網だけだと聞いて、とっても嬉しかったです。 

・この学習で、「速く・安全・正確」ということを学びました。車を作るときには、いろいろな工夫をしているので、す

ごいと思いました。これから、無駄を無くす工夫をしようと思いました。社会見学が楽しみになりました。 

・体験コーナーで鉄を平らにする作業をしました。当てるのが難しかったけど、上手と言われてうれしかったです。 

・車の組み立てでは、目標を決め、無駄を省くために工夫することやチームワークの大切さを学びました。 

 

 

 



 
 
 

総合的な学習の時間に国際理解教育の一環として、韓国の伝統文化や生活の 
様子、韓国語での挨拶や遊びなどいろいろなことを教えていただきました。そ 
して、文化や生活習慣の違いがあることは豊かであることやその違いを知り認 
め合うことで、偏見や差別がなくなり、一人一人が大切にされる平和な世の中 
を築くことができることを学びました。 
これからのグローバル化社会の中で、自分とは異なる文化や生活習慣につい 

て学び、理解し、共に協力しながら、よりよい未来を築くことができる人に育 
ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 約２カ月間、みんなで心を一つにして練習し、本番を迎 

えました。初めは、楽譜を見ながら一音一音ずつ ⇒ 一小 

節ずつ ⇒ １パートずつ ⇒ ・・・と、まず自分で練習し、 

できるようになると、友達にも、励ましながら優しく教え 

てあげていました。 みんなで歌声やリズムを合わせる喜びと心地よさを感じながら、 

日々上手になっていきました。透き通るような声の響きや心から楽しんでいる表情は 

聴く人の心に伝わり感動的でした。 

 校内発表会後に、上級生や下級生から感想や励ましの言葉、アドバイ 

スをもらい、さらに練習して本番を迎えました。きれいな歌声と演奏は、
とても素晴らしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 29 日～11 月 2 日学校開放週間 

１ 木 
観劇会   

５，６年生 委員会活動 

２ 金 
１年生 くさみ幼稚園 年長組

さんとの交流会 

５ 月 
５年生 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ交流会 

午後（会場：東朽網小） 

６ 火 
４年生 総合「朽網川探検①」 
６年生 総合「環境にやさしい物」 

７ 水 来年度１年生 就学時健康診断 

８ 木 ４年生 総合「朽網川探検②」 

９ 金 
６年生 総合 
「ＬＧＢＴについて学ぼう」 

12 月 ２年生 生活科「プレイパーク」 

13 火 ６年生 総合「空港の仕事」 

14 水 
４年生 総合 福祉学習 

市民センターの「どんぐり広場
（乳幼児）」との交流 

15 木 ４～６年生 クラブ活動 

17 土 
土曜日授業 

マラソン大会 【予備日 20 日】 

(詳細は、後日お知らせします) 

20 火 和の膳 （１１月生まれ） 

22 木 ４～６年生 クラブ活動 

25 日 ＰＴＡ もちつき大会 

27 火 ４年生 食育学習「牛乳」 

29 木 
４～６年生 クラブ活動反省会 

５，６年生 委員会活動反省会 

30 金 
なかよし平和集会 

６年生 南曽根中学校での授業
と部活動の体験 

１１月行事予定 

３年生 国際交流学習「韓国の文化や生活を学ぼう」10月 17日(水) 

・本番では、自分を信じて、友達を信じて歌ったり演奏したりしました。 

・連合音楽会は、想像していた以上に大きいステージでびっくりしました。 

 ライトが当たって、いよいよ本番になると、少し緊張しました。でも、

１年～６年生に、元気をもらったので、最後まで頑張ることができまし

た。みなさん、ありがとうございました。 

・最初は、ちょっと心配だったけど、始まると、何だか楽しくなってきま

した。福田先生の笑顔しか見えなかったです。練習した成果を思いっき

り発揮することができました。うれしかったです。 

・福田先生の指揮を見て、ちゃんと気持ちを込めて笑顔で歌えた自分に、

大きな拍手を贈りたいです。それくらい自分でも満足しています。 

 これからも、４年１組のみんな、たくさんの先生方と出逢ったことを思

い出して、笑顔で人生を歩んでいきたいです。 

 

 

４年生 小倉南区小学校連合音楽会 10月１8日（木） 

・「こんにちは」などの韓国語を教えてもらってうれしかったです。前から知っていた言葉もあったし、初めて知った言

葉もありました。チマチョゴリも着せてもらって、座り方も教えてもらいました。韓国の人は膝を立てて座っているこ

とを初めて知りました。食べるときは、だいたいスプーンを使うそうです。お箸は、おかずを取るときに使うそうです。 

・韓国の言葉や遊びを教えてもらいました。歌も歌ってくれました。とても美しい歌声でした。歌に合わせて、みんなで

手をつないで円になって回りました。みんなにこにこしていました。 

・戦争はしてはいけないことや違いを認めあって、いじめやけんかもしてはいけないことを学びました。ペさんたちに教

えていただいたことを決して忘れません。これからも、みんなで仲良くしていきたいです。 

 

 

 

 

 

「幸せは、人が決めるものではない。自分の心が決めること」  

～ 自己肯定感 自分も他の人も大切に ～ 
 

★子どもは、愛されている（大切にされている）と感じるとき、安定した

気持ちで問題に立ち向かうことができます。次への意欲がわきます。 

★大人が大事だと思うことや願いは、子どもにきちんと向き合って話すと、

素直に子どもには伝わります。 

★子どもは、自分の話を誰かに聴いてもらいたい気持ちでいっぱいです。

時には、大人としての意見や評価をせずに、子どもの話にうなずきなが

ら、その「気持ち」を受け止めましょう。 

♪ 短い愛の歌 ♪ 

うまれてきてくれて  ありがとう  そばにいてくれて  ありがとう 

あなたと巡り逢えた  この奇跡    感謝しています 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

あなたと生きている  この奇跡    すべてにありがとう 

人権ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 子育てシンガー ｍｏｎさんの講話より 

 


